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表する文人・木村蒹葭堂をはじめとする蒹葭堂会の人々の交遊がある︒この交遊については︑すでに高橋博巳によって多々論じられてきた 高橋は論考の中で︑通信使の帰国後︑顔を合わせたことのない朝鮮の実学者たちが︑ 会の人々について評価をしたこ に注目している
（
4）︒この朝鮮の実学者たちは︑中国の先進文




















































の注目した実学者たちが︑ 「庶孼」 すなわち︑士大夫家に生まれた庶子の身分であったことに注目し︑朝鮮社会の身分制度における「庶孼」 位置づけ ついて実証的な分析を行う︒こ 点について考察した日本における先行研究は ほとんど見当たらないのが現状である
（
10）︒一方で︑十七世紀以後︑文才を持った「庶孼」が
朝鮮通信使の製述官や書記と て派遣されるように ったことに焦点を当て︑朝鮮通信使と身分について考え ︒最後に︑一七六四年に製述官や書記として派遣された「庶孼」 その文才を活かし多様な人物と詩社や集いを通して交遊して たことか
一七六四年の朝鮮通信使からみる庶孼文人
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壮遊歌﹄などを主な資料 し 取り上げ ︒ りわけ︑江戸に向かう前と帰路 大坂を中心に記録を時系列で追う︒厳密 いえば︑同じ大坂での記録とはいえ︑江戸に向かう前と帰路とでは︑その
内容の性格が異なっている︒江戸に向かう前の大坂での記録からは︑おびただしい筆談唱和の雰囲気が窺え︑通信使の役割に即した記録が多く見られる︒一方︑帰路での記録は 一員・崔天宗が対馬の鈴木伝蔵により殺害される事件が発生したことから︑その内容が一変し︑事件の収拾過程を中心に している︒だが︑ここに﹃萍遇録﹄の記録を加えることで︑ 「蒹葭雅集図」制作過程や交遊ぶり 読み取れるよう なる︒こ よう ︑その性格を異にしている様々な記 を同時に取り上げることによって︑通信使の側面と「庶孼文人」として 側面︑両方を検討することができ︑さらには︑交遊の具体相や「蒹葭雅集図」 制作 がより鮮明になる︒　
以上のように︑庶孼・文人・通信使といった三つのキーワード

































づけを有していたのだろうか 簡単にいえば︑ 「庶孼」は両班 父親と賤民の妾の間で生まれた子孫のことを指す︒その場合 母親ではなく父親に従っ ︑庶孼の身分 班に属するもの ︑嫡子と厳格に区別される「制度的差別」を強 られていた︒ 「 的差別」 は︑朝鮮の国法﹃経国大典﹄ 成立当時から庶孼への差別が明文化され それが朝鮮時代 末期まで続いたことをいう︒その主な内容は︑ 「庶孼禁錮」と称されるもので︑科挙 呼ばれる官職につくための試験を受ける機会の剥奪や︑清要職への任命禁止などが含まれている︒ 「庶孼禁錮」は︑朝鮮の三代国王太宗の時代である一四一五年から議論 間もなく導入されたという︒その内容を記録から確認したい
各品庶孽子孫︑不任顕官職事︑以別嫡妾之分︒（各品の庶孽子孫は顕官︹地位の高い官職︺や職事に任命しないことによって︑嫡妻と妾を区分する︒ ）
（ ﹃朝鮮王朝実録﹄太宗十四年（一四一五）六月二十五日）
























庶孼の増加は︑結果的に差別撤廃を求める人の増加につながり︑時代が下っていくにつれ︑ 「庶孼禁錮」の撤廃を求める動きも拡した︒ 「庶孼禁錮」 が導入され百年以上が経った明宗十年
（一五五五）






























































































































































































































































































































































































大坂で蒹葭堂会の人々と交遊し︑ 「蒹葭雅集図」が制作されるまでの道のりを当時の記録から時間順に追ってみ ことにする︒本章では︑まず︑製述官や書記が日本の民衆と交わした筆談の規模や唱和の雰囲気を探ることから考察をはじめる︒先述のように︑本稿の立場は︑南玉らが通信使 役割と同 に︑ 「庶孼文人」の姿勢を持っていたことが大坂での交遊を可能にした一因とな たというものである︒それをより明確にするためには︑交遊そのものに注目する も重要だが︑そ 前後の過程にも光を当てる必要がある︒　
その両方を考察する上で︑主な材料となるのが日記形式の使行




注目されてこなかった製述官・南玉の使行録﹃日観記﹄を中心に︑必要に応じて三書記の の 録との比較を試みる︒ ﹃日観記﹄は大きく︑春・夏・秋・冬に分かれた十巻構成で︑ 「春」には凡例が︑ 「夏」 「秋」 「冬」の前半までは日記が︑ 「冬」の後半 総記が設けられている︒また︑ ﹃日観記﹄に加え︑帰路の大坂については蒹葭堂会の一人・大典が記した筆談集︑ ﹃萍遇 ﹄ 記録との比較も行いながら「蒹葭雅集図」の制作の過程についても考察したい︒（一）一七六四年使行における唱和の規模　
まず︑一七六四年の詩文・筆談の唱和規模について触れておき





































地域 對馬州 肥前州 筑前州 長門州 周防州 豊後州 備前州 播摩州 攝津州 山城州
上関 韜浦 牛窓 室津 大坂城 西京
人数 14 4 9 8 4 1 5 9 137 45









































は︑十二月二十六日に藍島を出航し︑大坂へ向かった︒大坂に一七六四年一 一 五日間滞在し︑一月二十六日にまた江戸へと出発した︒注目すべきは︑この時︑実際 大坂で詩文の応酬が行われたのは︑大坂に到着した後の三日間だけ︑という点である︒短い滞在期間中 通信使と接することを待ち望んでいた人々との唱和ぶりとは︑どのよう ものであった だろうか︒その雰囲気を窺わせる使行録の記録を確認したい︒亀井南冥から蒹
葭堂の名を耳にした南玉らは︑一月二十二日︑大坂で木村蒹葭堂と出会うことになる︒
此城人士求詩者十百爲群︑半在堂室︑半在門屏︑來必皆大坂之人︑而四方之所都會︑前者未和︑後者復至︑源文乕︑南川維遷︑奥田元繼︑木弘恭︑字世肅︑號兼葭堂︑開堂於浪華之上︑蓄中國奇書︑歳買千餘種︒日 四方詩酒之徒︑以豪士名︑卽龜井魯所稱也︒（この都市の人士︑詩を求める者たちが十︑あるいは百と群れをなした︒その半分は居間に 残りの半分は門と屏のところにいた︒ここに来た皆が大坂の人ではないのか︒ ︹大坂は︺ から人が集まる都会なのだ︒先に来た者との唱和が終わっていない に︑その後ろにまた列ができた︒源文虎︹丹羽嘯堂・儒者︺ ︑南川維遷︹平井雅斎・書家︺ ︑奥田元繼︹奥田尚斎・儒者︺
木弘恭︑字は世肅︑






字世肅︑既龜井魯所⃞蒹葭子者︒（一日中客と付き合い大量の筆談を行った︒その問答の目録が紙数十枚分に至ったので︑八十人余りの人が来たことであろう︒ ︹中略︺木弘恭は字が世肅で︑すでに亀井魯︹南冥︺ ︹言っていた︺蒹葭子である︒ ）
（元重擧﹃乗槎録﹄一七六四年一月二十二日）
大坂城二十三日︒食事の前から大勢の倭人が詰めかける︒筆談は難渋し︑和酬するのもうんざりす 病中で体もだるいが︑国王より遣わされてきた意義は︑この者たちを感服させ国王の栄光を知ら めるところにある︒たとえ病が重くても書 ぬわけにはいかぬ︒
︹中略︺
大勢の者がいっぺんに出すので︑積





















いたなどは非常に興味深い事実であろう︒ここで注目すべきは︑このよう 状況の中︑南玉らが木村蒹葭堂について亀井南冥が言っていた人物であると特記して る点 る︒蒹葭堂についての前記の内容を見てみると︑木村蒹葭堂の文人ぶりについて特記
一七六四年の朝鮮通信使からみる庶孼文人
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日から︑通信使一行が大坂を去ることになった五月六日まで南玉らと筆談を行い︑それをまとめ﹃萍遇録﹄とした︒その記録からは︑使行録 は見当たらない交遊の有様が詳細にわかる︒そこで︑ここからは使行録と﹃萍遇録﹄ の内容の相違 注意を払いながら 逗留した大坂での交遊を明らかにしたい︒　
通信使一行が江戸を出発し︑帰路の大坂についたのは︑一七六




倭走出門至厨間 踐厨宿格軍 足︑格軍睡熟︑雖驚而莫之省︑天宗逐之及 ︑氣盡而止 天明天宗殞絶
170




事件の真相を明らかにするためかろうじて継続したが︑南玉︑成大中︑元重擧︑金仁謙の使行録の内容も一変し︑事件の収拾過程を中心に記されるようになった︒こ ような内容の中で使行録に度々その名が挙がるのが︑大典をはじめとする蒹葭堂会の人々である︒それには︑ 発生後 朝鮮文人の宿舎への出入りが僧侶や事件関連者のみに厳格に制限されたことから︑僧侶 大典が比較的出入りしやすかったという理由も大きいが︑彼が蒹葭堂会の一員であったことから︑信頼も高かったと思われる︒大典は一月の大坂での交遊には参加しておらず 四月五日になって初めて顔を合わせた︒南玉らと大典との出会いはどのようなものであった
か︒

















﹃萍遇録﹄と合わせてみると︑依然として蒹葭堂会との交遊が書簡や大典を通して続いていたことがわ る︒ ﹃萍遇録﹄ 記録は四月二十日から再開される︒そこからは「蒹葭雅集図」 ついて本格的な筆談が繰り広げら て る︒（四）続けられた交遊、 「蒹葭雅集図」の制作へ　
まず︑四月二十日﹃萍遇録﹄の記録から見てみよう︒
龍淵曰︑向書託世粛︑画浪華春曉︑及蒹葭雅集︑而師及麗王承明輩︑或詩或跋︑以識其末而恵之︑世粛已領諾矣︑果已起草︑
表 2　使行録の記録の比較（4 月 8 日～ 19 日）



















浪華春曉と蒹葭雅集の画を︑ 師︹大典︺や麗王︹細合半斎︺ ︑ 承明︹福原承明︺たちには︑詩あるいは︑跋文を︹絵巻︺の末に書きしるしてお渡しくださるようお願いしました︒世粛はすでに承諾してくれましたが︑はたして草案をすでに描きはじめたのか︑また︑僧も心中に考える下書きがあるかどうか ︹気になります︺
︒西に帰っ












所愛悦︑望為僕作贈行序一通︑以作萬里啓面之資如何︑余曰︑拙工夫能也 如雅集図序︑既已成稿︑請賜観正︑余懷中出序文示之︑淵讀一遍曰︑序文極通暢 可誦 僕既得世粛画︑又得蕉中序︑帰装不已重乎（三日の朝︑大坂に着き︑孝秩︹片山北海︺のところに立ち寄り︑薬樹を行かせて世粛︹木村蒹葭堂︺の安否を尋ねた︒やがて薬樹とともに公館に到着した︒ ︹中略︺龍淵︹成大中︺が言うに 「私は私議を理由に酬和することができませんが 僧︹ 典 の文と
一七六四年の朝鮮通信使からみる庶孼文人
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分析は再考の余地がある︒確かに︑大典が言った通り︑この交遊は通信使という国家間の行事によって実現された︒その意味からも︑本稿は︑帰路で 交遊 みを検討するのではなく︑製述官や書記と日 人との唱和の全体の中から捉える必要があると考え︑江戸に向かう前の全体の唱和ぶりを視野に入れて考察してきた︒いずれにして 大典のこ 記述からは︑国の行事であるにもかかわら ︑このような交遊ができたことに︑一人 「文人」として︑さらにいえば︑両国の文 同士 共感 もと 「蒹葭雅集図」が制作されたことに心動かされていたことが窺える︒いよいよ「蒹葭雅集図」は︑朝鮮通信使が大坂を出発する前日の五月五日に完成し︑朝鮮文人の手 渡されるこ になる︒
五日巳下至公館︑是日蒹葭集図巻既成︑世粛画之︑題詩其後者七人︑爲孝秩︑麗王︑承明︑子琴︑公翼 藥樹︑主人世粛︑末有余序云 博蔵記文亦得寫全︑倶使藥樹携之︑詣製述書記房︑秋月正寝︑藥樹搖学︑既而龍淵 玄川亦聚︑相與怡々 乃出雅集巻之︑余曰︑世粛多々 言︑此一図急卒寫上︑褙装亦不精好︑恐不能中高意 龍淵及秋玄披覧忻然︑藥樹自傍略指示其人物（五日の十一時頃︑公館に到着した︒この日蒹葭集図の絵巻が完成した︒世粛︹蒹葭堂︺が画を手掛け 題詩したのは次の七人で























絵巻に詩文を添えていな が︑雅集図の中には描かれている︒その経緯について金文京は︑成大中の要請によって那波魯堂の姿を後から描き加えたのではないか と指摘 ている
（
47）︒確かに︑ ﹃萍遇















日本に赴いた南玉をはじめとす 庶孼文人」と︑蒹葭堂会との交遊を再考察し ︒本稿では︑交遊そのも だけに焦点を当 るのではなく︑通信使としての役割も視野に入れつつ︑さらに︑通信使に参加する前 までさかのぼって考察を進め ︒そのため第一章では︑なぜ︑庶孼と う身分に目を向けるべきなのかについて検討した︒さらに 第二章 は︑交遊や「蒹葭雅集図」 制作の過程について記録の比較分析を通して︑多角的な観点から考察した︒　
このような考察を通して︑南玉らが朝鮮通信使に参加する以前
からすでに︑詩社など︑多様な人々と交遊を行い︑ 「庶孼文人」の一面を有していたことが明らかに った︒さらに︑日本の研究おいて今までほとんど注目されることのなかった い 朝鮮社会の特殊な身分に光を当てることで︑庶孼と朝鮮通信使 の関係性につ も概観 ることができた︒ 「庶孼文人」の考察は︑
表 3　使行録の記録の比較（5 月 3 日～ 5 日）









今後︑朝鮮通信使だけでなく︑朝鮮社会における多様な「文人」の有様を比較考察する上でも重要な意義を持つと考えられる︒一七六四年の通信使行は︑おびただしい唱和や殺人事件の発生など︑最初に引用した三宅英利の指摘のように︑使行のすべてを尽くしたと評価されてき ︒本稿 なか も︑国家間の行事さ乗り越え︑両国文人の共感によって行われたこの交遊に注目した︒この交遊は︑一七六四年 使行を評価する上でも︑重要な意味合いを含んでいると考える︒そ を可能にした一因は︑言うまでもなく︑朝鮮側の「庶孼文人」と︑蒹葭堂会の多様な層の文人たちの文人志向が重なり合ったこ に依拠するといえよう︒　
今後︑ 「蒹葭雅集図」の持つ意義については︑依然としてより横








































































































































































































































































































































































































33）  「北学派」の文人志向に注目した研究者に李佑成がいる︒李佑成は︑庶孼文人知識層と漢陽という都市との関わりを強調し 「北学派」を「
연암





















































































































































引用原文の出典﹃朝鮮王朝実録﹄韓国国史編纂委員会所蔵南玉﹃日観記﹄韓国国立中央図書館所蔵︑筆写本成大中﹃日本録﹄高麗大学図書館所蔵︑筆写本成大中﹃青城雑記﹄韓国古典翻訳院所蔵元重擧﹃乗槎録﹄高麗大学図書館所蔵︑筆写本大典﹃萍遇録﹄韓国国立中央図書館所蔵︑筆写本李徳懋﹃青莊館全書﹄韓 古典翻訳院所蔵趙曮﹃海槎日記﹄韓国古典翻訳院所蔵洪稷榮﹃小洲集﹄延世 学図書館所蔵︑筆写本柳得恭﹃古芸堂筆記 東京 影印李奎象﹃幷世才彦録﹄韓国国立中央図書館所蔵︑筆写本
付記　
原文引用の表記は︑原文の旧字体に従い︑句読点などは筆者による（ただし︑
﹃萍遇録﹄は原文による） ︒
